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れ
た
家
族
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必
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額
は
？ 

全
労
済
県
本
部
で
は
、
県
内
４
支
所
別
に
昨
年
か
ら
「
生
活
保
障
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
講
座
を
開
催
し
、
全
県
で

１
０
０
名
余
の
組
合
役
員
、
書
記
の
皆
さ
ん
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
延
べ
12
時
間
に
及
ぶ
講
座
修
了
者
は

組
合
員
の
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
号
は
、
こ
の
講
座
の
講
師
陣
の
お
一
人
で
お
ら
れ
る
、
Ｃ
Ｆ
Ｐ
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ

ー
の
上
位
国
際
資
格
）
認
定
者
で
あ
る
生
活
経
済
研
究
所
長
野
の
塚
原
　
哲
氏
に
「
保
障
設
計
」
の
入

門
編
を
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

塚
原
氏
は
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
中
で
「『
お
金
』
に
つ
い
て
無
関
心
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し

『
お
金
』
は
夢
の
実
現
の
手
段
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
身
が
最
終
目
的
で
は
な
い
。
大
切
な
の
は
、

１．

心
に
大
き
な
夢
を
描
く
こ
と

２．

そ
の
夢
の
実
現
に
か
か
る
『
お
金
』
を
真
正
面
か
ら
見
積
る
こ
と

３．

最
悪
の
事
態
に
備
え
て
お
く
こ
と
だ
。
夢
の
実
現
を
急
ぐ
余
り
、
家
計
に
リ
ス
ク
を
侵
す
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
も
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
実
現
と
リ
ス
ク
管
理
の
手
法
を
研
究

し
、
皆
さ
ん
の
夢
を
安
全
・
高
確
率
で
実
現
に

導
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

又
、
氏
は
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
労
組
の
役
員

経
験
も
あ
り
、
現
在
は
同
労
組
の
ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
局
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
組
合
員
か
ら

厚
い
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

私的保障 
共済・保険 

企業内保障 
企業・労働組合の保障 

公的保障 
社会保険制度等 

②不足部分を 
私的保障で備えます。 
（足りない部分） 

①公的保障と企業内保障 
を基礎として考えます。 
（人任せの部分） 

=必要保障額 

険
会
社
の
セ
ー
ル
ス
レ
デ
ィ
が
７，

０

０
０
万
円
の
生
命
保
険
を
勧
め
て
き
た

と
し
て
も
、
鵜
呑
み
に
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
公
的
保
障
、
企
業

内
保
障
と
し
て
賄
わ
れ
て
い
る
「
人
任

せ
」
の
保
障
が
あ
る
の
で
、
私
た
ち
が

７，

０
０
０
万
円
全
額
を
準
備
す
る
必

要
が
な
い
か
ら
で
す
。

こ
れ
ら
「
人
任
せ
」
の
保
障
を
差
し

引
き
、
不
足
す
る
部
分
を
必
要
保
障
額

と
い
い
ま
す
。（
図
参
照
）

必
要
保
障
額
が
い
く
ら
に
な
る
か
を

知
る
た
め
に
は
、
公
的
保
障
、
企
業
内

保
障
と
し
て
い
く
ら
受
け
取
れ
る
の
か

知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、

皆
さ
ん
に
共
通
の
公
的
保
障
に
触
れ
、

万
一
の
際
に
ど
れ
く
ら
い
受
け
取
れ
る

の
か
を
考
え
て
み
し
ょ
う
。

ま
ず
は
公
的
保
障
か
ら
―
遺
族
年
金
―

遺
さ
れ
た
妻
や
子
（
遺
族
）
に
対
し

て
支
払
わ
れ
る
公
的
保
障
の
代
表
選
手

が
「
遺
族
年
金
」
で
す
。
こ
れ
は
遺
族

が
受
け
取
れ
る
公
的
年
金
の
総
称
で
、

①
遺
族
基
礎
年
金
②
遺
族
厚
生
（
共
済
）

年
金
③
中
高
齢
寡
婦
加
算
の
３
つ
か
ら

な
り
ま
す
。
自
営
業
者
は
①
遺
族
基
礎

年
金
、
会
社
員
で
あ
れ
ば
、
①
遺
族
基

礎
年
金
に
加
え
て
、
②
遺
族
厚
生
年
金
、

③
中
高
齢
寡
婦
加
算
も
受
け
取
れ
ま

す
。
ま
た
、
遺
族
年
金
と
は
別
に
、
老

後
に
受
け
取
れ
る
国
民
年
金
と
し
て
④

共
済
な
り
生
命
保
険
に
加
入
す
る
際
、
キ
ー

と
な
る
の
が
「
必
要
保
障
額
」
で
す
。
今
回
は
、

こ
の
必
要
保
障
額
に
つ
い
て
、
詳
し
く
取
り
上

げ
ま
す
。

必
要
保
障
額
と
は
「
い
っ
た
い
い
く
ら
か
け

れ
ば
い
い
の
？
」
と
い
う
質
問
の
「
い
く
ら
」

を
さ
し
ま
す
。
例
え
ば
、
葬
儀
代
準
備
、
子
の

教
育
資
金
準
備
、
遺
族
の
生
活
資
金
準
備
な
ど

を
合
計
し
て
仮
に
、
７，

０
０
０
万
円
必
要
だ

っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を
理
由
に
生
命
保
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今
年
の
県
中
央
メ
ー
デ
ー
は

例
年
通
り
５
月
１
日
に
開
催
さ

れ
る
が
、
サ
ン
デ
ー
メ
ー
デ
ー

と
な
る
こ
と
か
ら
連
合
長
野
を

中
心
と
す
る
実
行
委
員
会
は
か

ね
て
よ
り
、
地
元
商
店
街
、
警

察
当
局
と
折
衝
を
重
ね
中
央
通

り
の
「
歩
行
者
天
国
」
の
可
能

性
を
協
議
し
て
い
た
。

そ
の
結
果
、
昭
和
通
り
か
ら

善
光
寺
方
面
に
至
る
８
０
０
ｍ

（
信
金
大
門
町
支
店
ま
で
）
の
歩

行
者
天
国
が
実
現
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

過
去
に
も
何
回
か
関
係
方
面

に
働
き
掛
け
を
し
た
も
の
の
、

諸
般
の
事
情
で
断
念
し
て
き
た

だ
け
に
長
年
の
悲
願
達
成
と
な

っ
た
。

メ
ー
デ
ー
当
日
は
城
山
公
園

で
集
会
を
行
い
、
大
門
町
入
口

ま
で
デ
モ
行
進
を
行
い
、
正
午

過
ぎ
に
は
歩
天
イ
ベ
ン
ト
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。

実
行
委
員
は
メ
ー
デ
ー
参
加

組
織
・
団
体
に
積
極
的
な
出
店

要
請
と
共
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
企

画
内
容
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

歩
天
メ
ー
デ
ー
が
市
街
地
商

店
街
の
活
性
化
へ
の
一
助
と
な
り
、

参
加
者
に
も
家
族
ぐ
る
み
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

と
も
あ
れ
当
日
の
晴
天
と
”フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ン
デ
ー
メ
ー
デ
ー
“
の

成
功
を
祈
り
た
い
。

第
10
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

今
年
は
「
長
野
国
際
」
で

県
労
福
協
の
「
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
も
今
年
は
10

年
の
節
目
を
迎
え
て
、
'05
年
５
月

12
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
る
。
会

場
も
今
年
は
「
長
野
国
際
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
」
に
移
し
て
３
コ
ー

ス
27
ホ
ー
ル
貸
切
り
で
実
施
し
、

69
組
２
７
６
名
の
参
加
を
予
定
し

て
い
る
。
過
去
に
本
コ
ン
ペ
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
頂
い
た
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
金
で
県
下
23
社
会
福

祉
施
設
に
希
望
の
備
品
を
贈
呈
し

て
い
る
。
昨
年
は
木
曽
地
方
の
共

同
作
業
所
に「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
」

「
キ
ー
ボ
ー
ド
」
等
を
寄
贈
し
入

所
者
の
方
々
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
へ
の
参
加
応

募
要
項
は
各
組
織
に
用
意
さ
れ

て
い
る
。（
県
労
福
協
で
も
可
。

電
話
０
２
６-

２
３
２-

６
６
６

７
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６-

２
３
２-

６

６
７
２)

。
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今
年
一
月
下
旬
に
初
め
て
ベ
ト
ナ

ム
を
訪
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
結
し
て
三
十

周
年
と
聞
き
、
改
め
て
時
の
流
れ
を

感
じ
た
の
で
あ
る
。
今
回
は
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
（
か
つ
て
の
サ
イ
ゴ
ン
）
の

み
で
あ
っ
た
が
、
活
気
溢
れ
た
街
の

様
子
に
先
ず
驚
か
さ
れ
た
。
街
行
く

人
々
は
三
人
、
四
人
と
乗
っ
た
バ
イ

ク
の
数
が
凄
く
、
洪
水
の
如
く
に
行

交
い
、
文
字
通
り
庶
民
の
足
と
化
し

て
い
る
。

道
路
を
横
断
す
る
時
は
急
ぐ
と
危

険
で
ユ
ッ
ク
リ
渡
る
と
バ
イ
ク
は
上

手
に
避
け
て
く
れ
る
の
で
む
し
ろ
安

全
だ
と
教
え
ら
れ
た
。

政
治
体
制
は
共
産
党
の
一
党
独
裁

体
制
に
あ
る
が
、
経
済
は
”ド
イ
モ

イ
政
策
“
に
よ
っ
て
市
場
経
済
が

導
入
さ
れ
、
成
長
率
も
年
平
均
七
％

を
超
え
て
い
る
こ
と
を
見
る
に
つ
け

て
も
活
気
あ
る
雰
囲
気
が
お
判
り
頂

け
る
と
思
う
。

　
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

傷
痕
を
見
る
こ
と
は
少
な
く
、
戦
禍

は
首
都
ハ
ノ
イ
を
中
心
と
す
る
旧
北

ベ
ト
ナ
ム
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
軍

が
使
用
し
た
「
枯
葉
剤
」
の
影
響
は

今
尚
、
子
供
達
に
及
ぼ
し
て
い
る
の

も
ま
た
現
実
で
あ
る
。

　
今
秋
、
長
野
市
で
「
枯
葉
剤
被
害

児
救
済
ベ
ト
ナ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催
の

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
コ
ン
サ

ー
ト
成
功
に
向
け
て
多
く
の
方
々
の

支
援
が
期
待
さ
れ
る
。（
原
）

立
町
か
ら

中
央
通
り
の
”歩
天

ほ
こ
て
ん

“が
実
現
！

第
76
回
県
中
央
メ
ー
デ
ー
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4 5

6 7 8
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ヒント：どこに行きます
A～Fの文字を並びかえてできる言葉が答えです。 四

季
の
一
つ

◯
◯
将
棋

仙
台
名
物

能
楽
の
主
役

二
つ
の
期
間

仏
門
に
入
っ
た
女
性

貝
殻
・
ガ
ラ
ス
で
作
っ

た
平
た
い
玉

◯
◯
競
馬

20
歳

着
た
サ
マ

◯
◯
カ
ッ
プ

越
後
◯
◯
◯
◯
、

能
登
◯
◯
◯
◯
、

薩
摩
◯
◯
◯
◯
が
有
名

気
に
な
る
も
の

大
西
洋
の
内
海

群
馬
県
と
福
島
県
境
に

あ
る
湿
地

◯
◯
細
や
か
な
肌

◯
◯
回
し

◯
◯
焼
、
◯
◯
鍋

て
づ
る

「
蟹
工
船
」
の
作
者
は

小
林
◯
◯

「
竹
◯
◯
」「
粟
◯
◯
」

「
十
割
」
・「
九
一
」
の
次

上
布
の
素
材

北
安
曇
郡
に
あ
る
村

王
様

「
信
濃
の
国
」
に
で
て

く
る
橋

桜
の
華
が
風
に
吹
か

れ
て
乱
れ
散
る

苦
し
く
な
っ
て
企
業
は

◯
◯
◯
す
る
こ
と
も

今
で
は
力
士
に
残
る
の
み

夏
の
こ
れ
は
心
地
よ
い

屋
根
の
雨
水
を
集
め
る
仕
掛

動
物
に
も
、
容
器
に
も
あ
る

「
松
代
は
◯
◯
の
町
」

●
官
製
は
が
き
に
答
え
を
書
い

て
県
労
福
協
へ（
宛
先
は
表
紙

に
あ
り
ま
す
。）

●
労
福
協
の
機
関
誌
に
対
す
る

意
見
・
要
望
を
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

所
属
団
体
（
単
組
名
）
を
忘
れ

ず
に
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五

名
の
方
に
図
書
券（
一
〇
〇
〇

円
分
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
　
５
月
20
日

タ
テ
の
キ
ー

ヨ
コ
の
キ
ー

１２３４５６７９101112131516192021

１２３４５６７８９10111214151718

ご
家
族
で
楽
し
む
　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
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11 13
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25 26
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I

32 33 34 35 36

37 38 39 40 41

42 43 44

45 46

5
C

14
H

15
D

4
G

3
B

12
F

AE

ス 　 イ ヌ ド シ 　 ア カ フ ジ

ペ チ カ 　 シ ン カ イ ギ ョ 　

シ ミ 　 セ ッ タ イ 　 リ ス ト

ヤ ケ グ イ 　 ク ガ ツ 　 ル ス

ル ン 　 カ ジ 　 イ キ ル 　 カ

　 サ ン キ ユ ー ロ ウ フ ク  

コ 　 　 ユ ウ 　 ゲ コ 　 ワ セ

ダ イ 　 ウ ド メ 　 カ ス ガ イ

テ キ チ 　 ウ チ ケ ス 　 タ キ

　 ガ ク 　 ギ ガ カ 　 ヤ 　 ヨ

ア イ ワ イ 　 イ ン セ キ 　 ウ

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

前回の正解は「酉年だ幸せ」

当選者（3名）（敬称略）
百瀬　浩志（塩尻市）
宮沢　久光（千曲市）
滝沢　幸子（中野市）
（今回の正解者は3名でした）



さ
て
そ
の
内
容
で
す
が
、

�
　
増
改
築
・
外
観
・
外
廻
り
・
内
装
・
設
備
・
水

廻
り
等
の
改
修

�
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
介
護
リ
フ
ォ
ー
ム

�
　
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
工
事

�
　
ダ
イ
ヤ
コ
ー
ト
（
光
触
媒
コ
ー
ト
液
）
に
よ
る

快
適
環
境
化
工
事

”
こ
こ
で
、「
�
の
ダ
イ
ヤ
コ
ー
ト
っ
て
何
？
」
と
思
わ
れ
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
タ
バ
コ
や
ペ
ッ
ト
の
に
お
い
が
気
に
な
る
方
に
朗

報
で
す
。
こ
れ
は
住
ま
い
の
壁
や
車
の
中
、
そ
の
他
、
に
お

い
の
気
に
な
る
所
に
、
ダ
イ
ヤ
コ
ー
ト
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
れ

ば
、
太
陽
や
蛍
光
灯
の
光
に
よ
り
、
脱
臭
・
消
臭
・
抗
菌
等
の

効
果
を
発
揮
し
、
人
と
地
球
に
や
さ
し
い
勝
れ
も
の
で
す
!!
“

ダ
イ
ヤ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
造
花
を
販
売
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
部
屋
に
一

つ
い
か
が
で
す
か
!!

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、

住
宅
生
協
と
あ
な
た
の

共
同
作
業
で
す
。」

手
摺
一
本
か
ら
の
取
付
、
蛇

口
の
交
換
、
ち
ょ
っ
と
複
雑

な
複
合
工
事
ま
で
、
住
ま
い

の
こ
と
な
ら
何
で
も
お
気
軽

に
住
宅
生
協
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ながの労福協（7） 2005年4月8日第228号

え
っ
？
知
ら
な
い
。

残
念
!!
そ
ん
な
あ
な
た
は
少
し
損
を
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

そ
れ
で
は
あ
な
た
の
生
活
に
少
し
お
得
に
な
る
よ
う
な

住
宅
生
協
の
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

長
野
県
労
働
者
住
宅
生
活
協
同
組
合
（
以
下
、
住
宅
生

協
と
い
い
ま
す
）
は
、
勤
労
者
の
住
生
活
の
向
上
を
支
援

し
、
勤
労
者
の
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
県
内
労
働

団
体
が
出
資
し
て
１
９
８
１
年
に
長
野
県
知
事
の
認
可
を

受
け
て
発
足
し
ま
し
た
。
消
費
生
活
協
同
組
合
法
に
よ
る

非
営
利
団
体
の
生
活
協
同
組
合
と
し
て
、
勤
労
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
温
も
り
の
あ
る
家
庭
と
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る

生
活
を
お
く
る
マ
イ
ホ
ー
ム
の
実
現
の
た
め
に
「
良
質
で

よ
り
低
廉
な
宅
地
と
住
宅
の
提
供
」
を
事
業
の
基
本
理
念

に
し
て
、
宅
地
と
住
宅
の
分
譲
事
業
を
長
年
に
わ
た
っ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
住
宅
は
自
由
設
計
に
な
り
ま
す
。

他
に
も
、
中
古
住
宅
の
仲
介
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

長
く
な
り
ま
し
た
が
こ
こ
か
ら
が
本
題
で
す
。

我
が
家
に
手
入
れ
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
加
え
な
が
ら
、
長
い
年

数
大
事
に
居
住
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

が
、「
相
談
先
が
わ
か
ら
な
い
」、「
工
事
は
信
頼
で
き
る
か
」

「
費
用
は
適
正
だ
ろ
う
か
」
な
ど
の
不
安
や
心
配
を
し
て
い
る

勤
労
者
の
皆
様
、
労
働
組
合
の
Ｏ
Ｂ
、
住
宅
生
協
か
ら
宅
地
・

住
宅
を
購
入
さ
れ
た
方
の
ニ
ー
ズ
と
要
望
に
応
え
る
為
に
始
め

ま
し
た
。

今
回
の
事
業
も
「
安
心
と
安
全
、
良
質
で
低
廉
な
事

業
提
供
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
住
宅
生
協
リ
フ
ォ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
特
色
と

し
て
は
、
次
の
様
に
、
勤
労
者
の
立
場
を
考
え
た
事
業
と
な
り

ま
す
。

家を買い替えたいが！！ 
（中古住宅の仲介事業） 

リフォームしたいんだが？ 
（リフォームサポート事業） 

一戸建用の宅地が 
ほしい！！ 

新築の家がほしい！！ 
（分譲事業） 

資金計画・税金問題どうしたらいいんだろう！！ 

住宅生協のトータルシステム 

住
宅
生
協
を

住
宅
生
協
を 

　
　
　
　 

ご
存
知
で
す
か
？

ご
存
知
で
す
か
？ 
住
宅
生
協
を

住
宅
生
協
を 

　
　
　
　 

ご
存
知
で
す
か
？

ご
存
知
で
す
か
？ 
住
宅
生
協
を 

　
　 

ご
存
知
で
す
か
？ 

１
　
非
営
利
団
体
の
生
協
組
織
で
す
の
で
適
正
な
価

格
で
工
事
を
実
施

２
　
出
資
し
て
い
た
だ
い
た
組
合
員
へ
の
事
業
提
供

し
て
い
ま
す
の
で
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
は
責
任
を
も

っ
て
実
施

３
　
長
年
に
わ
た
っ
て
提
携
し
て
い
る
住
宅
生
協
協

力
会
の
住
宅
施
工
業
者
が
安
心
で
良
質
な
工
事

を
実
施

４
　
１
級
建
築
士
の
住
宅
生
協
職
員
が
リ
フ
ォ
ー
ム

の
相
談
や
耐
震
診
断
を
無
料
実
施

５
　
住
宅
生
協
事
業
利
用
者
に
は
長
野
労
金
が
特
別

金
利
で
融
資

「
リ
フ
ォ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
」
事
業
始
め
ま
し
た 

「
リ
フ
ォ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
」
事
業
始
め
ま
し
た 

長 野 県 住 宅 生 協長 野 県 住 宅 生 協
（正式名称／長野県労働者住宅生活協同組合）

〒380-0838 長野県県町523 ろうきんビル7階
TEL.026-234-0283   FAX.026-234-0271

松本事務所 〒390-0875 松本市城西1-1-33 恵比寿ビル2階
TEL.0263-36-1710   FAX.0263-39-1016

フリーダイヤル　0120-709
ナ ッ ト ク

-406
ホ ー ム
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老
齢
基
礎
年
金
も
あ
わ
せ
る
と
、
次
の
よ
う

な
図
に
な
り
ま
す
。

自
営
業：
①
遺
族
基
礎
年
金

＋
④
老
齢
基
礎
年
金

会
社
員
（
公
務
員
）：

①
遺
族
基
礎
年
金
　

＋
②
遺
族
厚
生
（
共
済
）
年
金

＋
③
中
高
齢
寡
婦
加
算

＋
④
老
齢
基
礎
年
金

①
遺
族
基
礎
年
金

子
の
い
る
妻
（
子
あ
り
妻
）
ま
た
は
子
に

支
給
さ
れ
る
年
金
（
※
１
）
で
す
。
子
と
み

な
さ
れ
る
の
は
高
校
生
ま
で
で
す
。
そ
の
年

額
で
す
が
、
ま
ず
妻
分
と
し
て
７
９
４，

５

０
０
円
、
さ
ら
に
子
一
人
に
付
き
２
２
８，

６
０
０
円
（
３
人
目
以
降
は
７
６，

２
０
０

円
）
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
高
校

生
以
下
の
子
が
二
人
い
れ
ば
年
額
１，

２
５

１，

７
０
０
円
（
７
９
４，

５
０
０
円
＋
２

２
８，

６
０
０
円
＋
２
２
８，

６
０
０
円
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
万
一
の
際
に
５
歳
と
０
歳
の
子

が
い
れ
ば
、
下
の
子
が
高
校
を
卒
業
す
る
ま

で
の
間
に
総
額
な
ん
と
約
２，

１
４
０
万
円

を
受
け
取
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
遺
族
厚
生
年
金

会
社
員
（
公
務
員
）
で
あ
る
夫
が
亡
く
な

っ
た
場
合
、
遺
さ
れ
た
家
族
に
対
し
て
支
給

さ
れ
る
年
金
で
す
。
そ
の
年
額
は
、
給
与
が

多
い
人
ほ
ど
多
く
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
正
確
な
算
出
式
は
複
雑
で
す
が
、

次
の
近
似
式
で
ざ
っ
く
り
と
し
た
イ
メ
ー
ジ

が
つ
か
め
ま
す
。

遺
族
厚
生
年
金
＝

月
給
×
０.

９
１
×

５.

４
８
１
／
１
０
０
０
×

勤
続
ヶ
月
数
×

０.

９
９
１
×
３
／
４

注
意
点
は
２
つ
。
ま
ず
、

月
給
は
手
取
り
で
は
な
く

支
給
額
（
※
２
）
を
使
い

ま
す
。
次
に
、
勤
続
ヶ
月

数
は
若
年
者
だ
と
額
が
少

な
く
な
り
す
ぎ
る
た
め
、

一
律
に
３
０
０
ヶ
月
（
※

３
）
が
最
低
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
勤
続

２
５
年
に
満
た
な
い
方
で

も
、
全
員
が
３
０
０
ヶ
月

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

死
亡
当
時
の
月
給
が
３
０

万
円
の
場
合
、
受
け
取
れ

る
目
安
は
33
万
円
３，

６

０
０
円
（
30
万
円
×
０.

９

１
×
５.

４
８
１
）
／
１
０

０
０
×
３
０
０
ヶ
月
×
０.

９
９
１
×
３
／
４
）
と
わ

か
り
ま
す
。

※
１
　
子
供
の
な
い
妻
に

は
支
給
さ
れ
な
い
。

※
２
　
所
得
税
や
社
会
保
険
料
を
差
し
引
か

れ
る
前
の
金
額

※
３
　
ざ
っ
と
25
年

ま
た
、
遺
族
厚
生
年
金
は
配
偶
者
が
終
身

受
け
取
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
遺
さ
れ
た
妻
が

36
歳
な
ら
平
均
余
命
85
歳
ま
で
の
間
に
約
１，

６
５
０
万
円
（
33
万
3，

６
０
０
×
49
年
間
）

を
受
け
取
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
中
高
齢
寡
婦
加
算

会
社
員
（
公
務
員
）
の
場
合
、
さ
ら
に
上

乗
せ
と
し
て
中
高
齢
寡
婦
加
算
が
受
け
取
れ

ま
す
。「
中
高
齢
」
は
40
歳
か
ら
65
歳
を
指

し
ま
す
。「
寡
婦
」
と
は
、「
夫
に
先
立
た
れ

た
妻
」
と
い
う
意
味
で
す
。
つ
ま
り
、
夫
に

先
立
た
れ
た
妻
は
受
け
取
れ
ま
す
が
、
妻
に

先
立
た
れ
た
夫
に
は
出
ま
せ
ん
。
ま
あ
、「
男

性
は
自
力
で
何
と
か
し
ろ
」
と
い
う
こ
と
で

す
。注

意
事
項
と
し
て
は
、
①
の
遺
族
基
礎
年

金
と
は
重
複
し
て
受
け
取
れ
な
い
点
で
す
。

重
複
す
る
場
合
は
遺
族
基
礎
年
金
が
優
先
さ

れ
る
の
で
、
結
果
と
し
て
遺
族
基
礎
年
金
が

終
わ
っ
て
か
ら
中
高
齢
寡
婦
加
算
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
受
け
取
れ
る
額
は
非
常
に
簡
単
で
、

年
額
５
９
６，

０
０
０
円
（
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

で
は
55
歳
か
ら
65
歳
ま
で
）
×
10
年
間
）
が

受
け
取
れ
ま
す
。

さ
て
、
①
＋
②
＋
③
で
合
計
は
４，

３
０

０
万
円
を
超
え
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
冒

頭
の
セ
ー
ル
ス
レ
デ
ィ
に
戻
り
ま
す
が
、
仮

に
遺
族
に
７，

０
０
０
万
円
が
必
要
と
思
っ

て
み
て
も
、
会
社
員
（
公
務
員
）
で
あ
れ
ば

公
的
保
障
で
４，

３
０
０
万
円
も
出
ま
す
の

①遺族基礎年金 ③中高齢寡婦加算 ④老齢基礎年金 ① 

②遺族厚生年金 

妻36歳 妻50歳 妻55歳 妻65歳 妻85歳 

次男18歳 
長男18歳 

（近似式） 月給×0.91×　　　×勤続ヶ月数×0.991× （近似式） 月給×0.91×　　　×勤務ヶ月数×0.991× 5.481 
1000

3 
4

794,500円（妻） 
228,600円（第1子） 
228,600円（第2子） 
（76,200円） 

： 
： 

596,000円 
794,500円 

年額 
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で
、
全
額
を
用
意
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
は

あ
き
ら
か
で
す
。
セ
ー
ル
ス
レ
デ
ィ
が
公
的

保
障
の
話
に
触
れ
ず
に
皆
さ
ん
に
保
険
を
勧

め
て
き
た
と
し
た
ら
、
そ
の
方
は
勉
強
不
足

か
良
心
が
欠
落
し
て
い
る
か
の
ど
ち
ら
か
と

わ
か
り
ま
す
。
そ
の
方
と
の
お
付
き
合
い
を

見
合
わ
せ
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
遺
さ
れ
た
家
族
（
妻：

36
歳
、
長

男
５
歳
、
次
男
０
歳
）
に
は
①
遺
族
基
礎
年

金
と
②
遺
族
厚
生
年
金
を
合
わ
せ
て
年
額
約

１
５
８
万
円
（
月
額
13.

2
万
円
）
を
受
け
取

れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ど
う
で
し
ょ

う
？
意
外
と
多
い
と
思
わ
れ
た
方
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
れ
ら
の
遺
族
年

金
は
自
分
か
ら
請
求
し
な
い
と
も
ら
え
な
い

と
い
う
こ
と
。
私
が
遺
族
年
金
に
つ
い
て
講

演
を
す
る
と
、「
私
も
夫
を
亡
く
し
て
い
ま
す

が
、
何
も
も
ら
え
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
」
と
言
わ
れ
る
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ど
こ
に
請
求
す
る
の
か
も
押
さ
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
住
所
・
居
所
を

管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所
に
請
求
し
て
下

さ
い
。

さ
て
、
月
額
13.

2
万
円
に
話
を
戻
す
と
、

生
活
費
（
衣
食
）
く
ら
い
は
何
と
か
な
り
そ

う
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
あ
と
は
、
遺
さ

れ
た
妻
が
パ
ー
ト
で
６
〜
７
万
円
稼
げ
れ
ば

衣
食
だ
け
な
ら
十
分
な
生
活
が
送
れ
る
は

ず
。
荒
っ
ぽ
い
計
算
で
す
が
、
生
活
費
は
公

的
保
障
と
配
偶
者
の
収
入
と
で
何
と
か
な
る

の
で
す
。

企
業
内
保
障
も
シ
ッ
カ
リ
調
べ
て
お
こ
う

次
に
、
企
業
内
保
障
に
つ
い
て
で
す
が
、

調
べ
ろ
と
い
わ
れ
て
も
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け

れ
ば
い
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
方
も
多
い
で

し
ょ
う
。
一
般
的
に
は
、
死
亡
時
に
、
会
社

か
ら
は
「
死
亡
退
職
金
」
と
「
弔
慰
金
」
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
「
弔
慰
金
」

と
い
う
名
前
で
労
働
組
合
や
、
労
働
組
合
の

上
部
団
体
か
ら
支
給
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
全
労
済
の
団
体
生
命
共
済
に
組
織
加

入
さ
れ
て
い
る
労
働
組
合
は
、
一
律
に
支

払
わ
れ
る
死
亡
保
険
金
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
「
弔
慰
金
」
的
意
味
合
い
の
企
業

内
保
障
で
す
。
ま
た
、
労
使
に
よ
る
共
済

会
を
持
つ
企
業
の
場
合
は
、
共
済
会
か
ら

も
「
弔
慰
金
」
が
受
け
取
れ
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
企
業
の
中
に
は
若
年
者

で
も
軽
く
５
０
０
万
円
を
超
え
る
保
障
が
み

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
「
人
任
せ
」
で
い
い

お
金
は
必
要
保
障
額
か
ら
差
し
引
い
て
構
い

ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
も
①
ご
自
身
の
勤
務

先
か
ら
ど
れ
だ
け
の
お
金
が
受
け
取
れ
る
の

か
、
②
ど
こ
に
手
続
き
を
す
れ
ば
い
い
の
か

を
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
本
人
な
ら
容
易

に
調
べ
ら
れ
る
こ
と
で
も
、
遺
さ
れ
た
ご
家

族
が
調
べ
る
の
は
容
易
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

改
め
て
必
要
保
障
額
を
計
算
し
て
み
よ
う
！

さ
て
、
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
も
う
簡
単
。
生

活
費
以
外
の
お
金
を
見
積
れ
ば
生
命
保
険
の

必
要
保
障
額
に
な
り
ま
す
。
死
亡
時
に
備
え

て
お
き
た
い
の
は
、
①
葬
儀
代
、
②
遺
族
の

生
活
費
（
と
り
わ
け
、
子
供
の
教
育
資
金
）、

③
住
居
費
で
す
。
①
は
全
国
平
均
で
３
４
５.

９
万
円
（
※
４
）、
②
子
供
の
教
育
資
金
は
ざ

っ
く
り
申
し
上
げ
る
と
、
１，

０
０
０
万
円

で
す
。
例
え
ば
、
二
人
の
お
子
さ
ん
が
い
ら

っ
し
ゃ
れ
ば
２，

０
０
０
万
円
で
す
。

③
は
場
合
を
分
け
て
考
え
ま
す
。
既
に
住

宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
住
宅
を
購
入
な
さ
っ
て

い
る
方
の
場
合
、
万
一
の
際
に
住
宅
ロ
ー
ン

は
団
体
生
命
共
済
（
信
用
保
険
）
等
か
ら
残

り
の
ロ
ー
ン
す
べ
て
が
返
済
さ
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
遺
さ
れ
た
家
族
は
住
む
場
所
に
は
困

ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
用
意
す
べ
き
お
金
は

ゼ
ロ
（
※
５
）
で
す
。
逆
に
借
家
に
お
住
ま

い
で
、
か
つ
、
実
家
に
も
戻
れ
な
い
、
と
い

う
と
き
に
初
め
て
住
宅
取
得
程
度
の
生
命
共

済
（
保
険
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
全
国
平

均
で
３，

７
０
０
万
円
程
度
で
す
か
ら
、
そ

れ
く
ら
い
か
け
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
冒
頭
の
ご
家
庭
が
持
ち
家
に
住
ん

で
い
た
場
合
、
生
命
共
済
（
保
険
）
を
い
く

ら
（
＝
必
要
保
障
額
）
か
け
れ
ば
よ
い
で
し

ょ
う
か
。

①
葬
儀
代
３
５
０
万
円
＋
②
子
供
の
教
育

資
金
２，

０
０
０
万
円
＝
合
計
２，

３
５
０

万
円
も
あ
れ
ば
十
分
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
持
ち
家
が
な
く
、
さ
ら
に
、
実
家
に
戻

れ
な
い
ケ
ー
ス
に
な
っ
て
も
初
め
て
①
＋

②
＋
③
住
居
費
３，

７
０
０
万
円
＝
６，

０

５
０
万
円
。
た
だ
し
、
住
宅
を
購
入
し
た
時

点
で
③
を
は
ず
し
て
も
良
く
な
り
ま
す
の
で
、

住
宅
購
入
時
が
保
障
の
見
直
し
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
も
い
え
ま
す
。

こ
れ
と
同
様
に
、
子
供
の
教
育
資
金
も
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
ず
っ
と
１
０
０
０
万
円
も

か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
で

す
が
、
０
歳
の
お
子
さ
ん
と
22
歳
の
お
子
さ

ん
を
比
べ
れ
ば
、
こ
の
先
の
お
金
が
か
か
る

の
は
０
歳
の
お
子
さ
ん
だ
か
ら
で
す
。
つ
ま

り
、
子
供
の
教
育
資
金
は
出
産
当
時
が
一
番

高
く
、
子
供
の
成
長
と
と
も
に
徐
々
に
下
げ

て
構
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
４
　
東
京
都
生
活
文
化
局
「
葬
儀
に
か

か
わ
る
費
用
等
調
査
報
告
書
」（
２
０
０
３

年
３
月
）

※
５
　
敢
え
て
言
え
ば
、
固
定
資
産
税
な

ど
を
用
意
す
れ
ば
よ
い

日
本
人
は
一
定
額
の
保
険
を
ず
っ
と
か
け

る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
生
命
保
険
の
セ
ー

ル
ス
レ
デ
ィ
は
「
子
供
の
教
育
資
金
準
備
と

し
て
の
保
険
は
毎
年
徐
々
に
下
げ
た
方
が
い

い
で
す
よ
」
と
言
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
も
ち

ろ
ん
、
セ
ー
ル
ス
レ
デ
ィ
の
実
入
り
に
少
な

か
ら
ぬ
影
響
が
あ
る
か
ら
で
す
。
お
金
周
り

の
知
識
で
武
装
し
て
、
お
金
は
も
っ
と
自
分

の
好
き
な
こ
と
に
使
い
た
い
も
の
で
す
。
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―
最
近
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
事
例
、

相
談
は
増
え
て
い
ま
す
か
―

北
沢
栄
子
さ
ん
（
心
理
相
談
員
）

私
も
仕
事
柄
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関

す
る
研
究
会
に
出
て
話
を
聞
い
て
い
ま
す

が
、
ど
こ
の
職
場
で
も
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
関
す
る
事
例
、
相
談
は
増
え
て
い
る

と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
職
場
で
発
生
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
背
景
に
は
、

リ
ス
ト
ラ
・
子
供
の
教
育
な
ど
、
家
庭
か

ら
く
る
悩
み
も
抱
え
て
い
る
場
合
が
少
な

く
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
ど
こ
で
も
心
の
健
康
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、「
心
の
病
」
に
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
最
も
多
い

と
い
わ
れ
て
い
る
、
う
つ
病
を
中
心
に
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

う
つ
病
は
、「
心
の
風
邪
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
誰
も
が
か
か
り
う
る
病
気

と
い
う
意
味
で
す
。
風
邪
も
こ
じ
ら
せ
る

と
肺
炎
を
お
こ
し
て
命
に
ま
で
か
か
わ
る

こ
と
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
心
の
風

邪
」
う
つ
病
も
、
早
期
に
み
つ
け
、
き
ち

ん
と
治
療
を
受
け
な
い
と
、
自
ら
命
を
た

つ
（
自
殺
）
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
自
殺
者
は
こ
の
と
こ
ろ
３
年
間
３
万

人
を
超
え
て
い
ま
す
。
自
殺
願
望
の
方
は

こ
の
10
倍
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
職
場

ぐ
る
み
で
の
対
応
が
、
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
う
つ
病
の
方
は
増

え
て
い
ま
す
。

―
う
つ
病
の
具
体
的
症
状
は
ど
の
様
な

も
の
で
す
か
―

一
概
に
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
一

般
的
に
う
つ
病
に
陥
り
易
い
人
の
性
格
は

ま
じ
め
で
仕
事
熱
心
。
完
全
主
義
で
几
帳

面
。
仕
事
や
家
事
を
人
任
せ
に
で
き
な
い

方
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
症
状
と
し
て
は
、
眠
れ
な
い
・
頭

重
感
（
頭
が
重
い
）
・
頭
痛
・
め
ま
い
・

食
欲
不
振
・
胃
部
不
快
・
便
秘
・
口
が
乾

く
・
肩
こ
り
・
動
悸
が
す
る
・
手
足
の
し

び
れ
感
・
嫌
な
発
汗
が
あ
る
・
排
尿
困
難

又
は
頻
尿
…
な
ど
人
に
よ
っ
て
千
差
万
別

で
す
。
又
、
精
神
症
状
と
し
て
、「
や
る
気
」

が
お
き
な
い
・
集
中
力
が
落
ち
る
・
人
と

会
う
の
が
お
っ
く
う
・
い
ら
い
ら
す
る
・

な
ど
出
る
人
も
い
ま
す
。
同
じ
症
状
が
、

２
週
間
以
上
続
く
時
は
、
専
門
家
に
ま
ず

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

―
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
必
要
と
す
る
勤

労
者
が
増
え
て
い
る
背
景
に
は
ど
ん
な

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
―

職
場
環
境
・
経
済
環
境
・
労
働
条
件
が

変
化
す
る
中
で
、
上
司
、
部
下
、
あ
る
い

は
同
僚
同
志
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
成
果
主
義
・
人
事
考
課
等
で
常
に
評

価
さ
れ
て
い
る
た
め
、
人
目
を
気
に
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に
、
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
Ｉ

Ｔ
の
影
響
で
、
相
手
の
目
を
見
な
が
ら
会

話
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ

げ
ら
れ
ま
す
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
こ
ん
に
ち
わ
」「
元
気
で
す
か
」「
あ
り
が

と
う
」
声
を
か
け
る
・
話
を
す
る
・
話
を

聴
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

―
う
つ
病
に
な
ら
な
い
様
に
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
―

職
場
内
で
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と

を
自
由
に
言
い
あ
え
る
、
風
通
し
の
よ
い

職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
ち
ょ
っ
と
い
つ
も
と
違
う
な
と
思

っ
た
人
が
い
た
ら
、
上
司
が
、
部
下
が
、

同
僚
が
、「
ど
う
し
た
の
！
」
と
声
を
か
け

て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
人
は
自
分

の
気
持
ち
を
聴
い
て
も
ら
う
だ
け
で
、
と

て
も
楽
に
な
り
ま
す
。
最
近
、
職
場
の
内
、

外
に
相
談
窓
口
や
相
談
電
話
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ

と
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
専
門
家
が
い
て
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。
一
人
で

考
え
こ
ま
ず
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

解
決
の
糸
口
が
見
つ
け
ら
れ
ま
す
。

（
労
福
協
の
”ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
“
も
そ
の

一
つ
で
す
）

　
「
心
の
病
」
は
「
か
ら
だ
の
病
」
に
比

べ
、
自
分
自
身
で
も
、
ま
た
周
り
の
人
に

も
気
づ
き
に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。
し
か

し
、「
心
の
病
」
も
早
く
見
つ
け
、
早
く
治

療
を
す
れ
ば
必
ず
治
り
ま
す
。
こ
じ
ら
せ

る
と
、
長
期
化
し
や
す
い
こ
と
も
特
徴
で

す
。

　
心
身
共
に
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
体
の
健
康
と
い
っ
し
ょ
に
、
心
の
健

康
も
、
皆
で
い
っ
し
ょ
に
考
え
語
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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多 重 債 務 問 題  

相 続 問 題  

契 約 関 連  

離 婚 問 題  
家 族 及 び  
親 族 問 題  

不 動 産 関 連  

労 働 問 題  

老 人 福 祉  

自 己 破 産 ・ 倒 産  

年 金 関 連  

労 働 保 険 関 係  
（ 雇 用 ・ 労 災 ） 

ア ダ ルト サ イト 等  
の 不 正 請 求  

税 務 関 係  

障 害 者 福 祉  

訪 問 販 売  
クーリングオフ関係  

賠 償 問 題  

交 通 事 故  

先 物 取 引  

盗 難・ス キ ミ ン グ  
カ ー ド 被 害  

人 間 関 係  

（罰金刑の認定基準） 

（ 頻繁に届く消費者金融　 　の ダ イレ クト メー ル ） 

（ 資 格 取 得 者 の 　  
　 開 業 相 談 ） 

1
2
3
4

5

6
6
8
8
8

8

12

12
14

15

15
15
18

18

18
18
そ
の
他 

20
15
12
10

8

7
7
5
5
5

5

4

4
3

2

2
2
1

1

1
1

1

1

相談内容別件数 
計 

飯 山 市  
中 野 市  
須 坂 市  
長 野 市  
千 曲 市  
上 田 市  
東 御 市  
佐 久 市  
小 諸 市  
松 本 市  
大 町 市  
塩 尻 市  
岡 谷 市  
諏 訪 市  
茅 野 市  
伊 那 市  
駒 ヶ 根 市  
飯 田 市  
下 水 内 郡  
上 水 内 郡  
下 高 井 郡  
上 高 井 郡  
埴 科 郡  
小 県 郡  
北 佐 久 郡  
南 佐 久 郡  
北 安 曇 郡  
南 安 曇 郡  
東 筑 摩 郡  
木 曽 郡  
諏 訪 郡  
上 伊 那 郡  
下 伊 那 郡  
不 明  
　 計 　  

1
0
1
40
3
7
2
7
2
13
0
1
2
1
3
1
2
3
0
2
2
1
0
4
1
1
5
3
3
2
1
5
0
3

122

相談者の居住地域 
計 

弁 護 士  
司 法 書 士  
消 費 生 活  
ア ド バ イ ザ ー  
社 労 士  
社 会 福 祉 士  
連 合 長 野  
県 労 組 会 議  
労 金  
全 労 済  
生 協 連  
住 宅 生 協  
県 労 福 協  
そ の 他  
　 計 　  

32
32

16

14
8
4
0
2
0
0
0
14
0

122

相談員別件数 
計 

1 0代  

2 0代  

3 0代  

4 0代  

5 0代  

6 0代  

7 0代  

8 0代  

不 明  

 計　 

1
5
14
29
28
21
6
3
15
122

1
2
7
11
19
11
3
1
5
60

0
3
7
18
9
10
3
2
10
62

相談者年代別件数 
集　計　　　　　　　　　　　　男　　　　　　女 

　 男 　  

　 女 　  

　 計 　  

60
62
122

相談者の性別 
性　　　　　　　別　　　　　計 

新 聞
ラ ジ オ  
チラシ・ポスター 
知 人 の 紹 介  
そ の 他  
N H K テ レ ビ  
家 族 の 紹 介  
不 明
　 計 　  

1
2
3
3
5
6
7
8

74
13
6
6
5
1

15
8

122

認知媒体 
計 

ほっとダイヤルの相談件数 
　　　　　120件を上回る ！ 
ほっとダイヤルの相談件数 
　　　　　120件を上回る 

　県労福協の新たな活動分野としてスタートした福祉相談「くらし・何でも相談“ほっとダイヤル”」は、昨年12月
11日（土）に開始以来、毎月1回（第2回土曜日）実施しているが、この間の相談件数は122件に達した。（3月末現在） 
　相談内容は多岐に亘っているが、多重債務、家庭問題、相続、不動産関連等の相談が件数別の上位にあり、特に
多重債務に関してはリストラ等による生活苦が原因と思われるケースが目につく。 
　現在、中央労福協の方針もあって地方労福協で同様の取り組みが進んでいる中、幅広い専門家を配置して解決
の道筋をつける方式は長野の特徴となっている。 
　相談者から礼状が届けられたり、電話で感謝される事もあり、相談員の方々からも評価されている。 
来年度は中央労福協の福祉相談ダイヤルモデル県に指定されることとなった。又、長野県社会福祉協議会の発行
する「福祉相談窓口ガイドブック」にも暮らしに関する相談の欄に記載された。 
　日々の暮らしの中で、様々な悩みを抱えて生活している人は多い。 
　ひとりで悩まず“ダイヤル”して欲しいと県労福協では呼び掛けている。 
　相談員は次の方々である。 
　佐藤　豊弁護士、北川哲男司法書士、山口正人社会保険労務士、平沢英夫社会福祉士、金沢直子・布目知子消
費生活アドバイザー。 
　尚、定例相談日まで待てない方は、県労福協事務局でも相談を受付けている（026-232-6667）。 
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深
刻
化
す
る
多
重
債
務
問
題

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
普
及
し
、
現

在
２
億
５，

０
０
０
万
枚
。
国
民
一
人

当
り
２
枚
の
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
計

算
に
な
り
ま
す
。

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
カ
ー
ド
の

利
便
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
裏

側
で
は
、
全
国
で
１
５
０
万
人
〜
２
０

０
万
人
も
の
多
重
債
務
者
が
発
生
し
て

い
る
の
も
事
実
で
す
。

そ
の
う
ち
24
万
人
が
自
己
破
産
（
平

成
15
年
度
）
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
経
済
・
生
活
問
題
」
を
苦
に
し
て
の
自

殺
者
が
全
国
で
８，

８
９
７
人
も
発
生

し
て
い
ま
す
。（
自
殺
者
全
体
の
25
％
）

万
が
一
、
多
重
債
務
に
陥
っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
一
日
も
早

く
組
合
や
労
福
協
の
「
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ

ル
」（
０
１
２
０-

３
９-

６
０
２
９
）、
又

は
「
ろ
う
き
ん
」
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

多
重
債
務
の
解
決
に
は
、
必
ず
な
ん
ら

か
の
方
法
が
あ
る
は
ず
で
す
。
勇
気
を

出
し
て
一
緒
に
困
難
に
立
ち
向
か
い
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
専
門
家
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
解
決
策
を
見
つ
け

ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
事
例
が
あ
り
ま
し
た

夫
の
収
入
減
、
母
親
の
病
気
か
ら

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
地
獄
に
…

Ｂ
子
さ
ん
は
、
パ
ー
ト
で
年
収
80
万

円
を
得
て
い
ま
す
。
８
年
前
、
夫
は
不

況
の
あ
お
り
で
年
収
が
５
１
０
万
円
か

ら
４
５
０
万
円
に
ダ
ウ
ン
。
し
か
も
、

当
時
は
ア
パ
ー
ト
を
か
わ
っ
た
り
車
の

ロ
ー
ン
を
組
ん
だ
り
と
出
費
が
か
さ
み
、

夫
に
内
緒
で
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
の
借
入
れ

に
よ
っ
て
生
活
費
の
不
足
分
を
補
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

同
居
し
て
い
る
夫
の
両
親
は
年
金
暮

ら
し
で
す
。

５
年
前
に
は
、
Ｂ
子
さ
ん
の
母
親
が

難
病
に
か
か
っ
て
し
ま
い
、
医
療
費
の

こ
と
を
夫
に
相
談
で
き
ず
、
や
は
り
キ

ャ
ッ
シ
ン
グ
で
支
払
い
を
済
ま
せ
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
債
務
で
結
局
、
他
の
消
費

者
金
融
会
社
等
か
ら
借
り
入
れ
し
て
返

済
す
る
と
い
う
ド
ロ
沼
状
態
に
陥
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
時
点
で
消
費
者
金
融
６
社
、
借

入
残
高
２
６
８
万
円
。
毎
月
の
返
済
額

は
12
万
円
９，

０
０
０
円
に
も
な
っ
て

い
ま
し
た
。

ろ
う
き
ん
に
相
談
し
て
、
債
務
の
リ

ス
ト
を
つ
く
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
利
息

制
限
法
に
基
ず
く
利
息
の
引
き
直
し
を

す
れ
ば
、
過
払
い
分
の
返
還
請
求
が
可

能
と
判
断
、
弁
護
士
に
「
任
意
整
理
」

を
依
頼
し
ま
し
た
。

結
果
、
Ｂ
子
さ
ん
の
負
債
は
、
弁
護

士
費
用
込
み
で
60
万
円
に
圧
縮
で
き
ま

し
た
。

消
費
者
金
融
13
社
。

「
任
意
整
理
」
で
最
終
決
着
…

Ｃ
さ
ん
は
、
31
歳
、
独
身
。
同
じ
会

社
の
組
合
役
員
の
義
弟
に
あ
た
り
ま
す
。

あ
る
日
、
会
社
に
給
与
差
押
え
命
令

が
届
い
て
債
務
が
発
覚
し
、
翌
月
の
口

頭
弁
論
期
日
の
呼
び
出
し
状
ま
で
届
き
、

事
態
は
一
気
に
切
迫
し
ま
し
た
。

Ｃ
さ
ん
の
消
費
者
金
融
の
借
り
入
れ

は
平
成
５
年
か
ら
。
飲
み
代
な
ど
に
借

り
て
い
る
う
ち
に
債
務
が
ふ
く
ら
み
、

平
成
11
年
か
ら
は
返
済
の
た
め
の
借
り

入
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
ま
わ
し
」
状
態
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
人
は
「
自
己
破
産
」
を
希
望
し
ま

し
た
が
、
母
親
と
二
人
暮
ら
し
の
Ｃ
さ

ん
に
は
本
人
名
義
の
財
産
も
あ
り
、
母

親
の
意
向
は
「
任
意
整
理
」。
こ
の
時
点

で
の
Ｃ
さ
ん
の
借
入
残
高
は
、
消
費
者

金
融
13
社
、
８
２
７
万
円
。

そ
の
後
、
弁
護
士
の
交
渉
で
、
借
入

残
高
は
弁
護
士
費
用
込
み
で
５
３
０
万

円
に
圧
縮
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
整
理
資
金
は
母
親
の
貯
金

か
ら
２
０
０
万
円
を
あ
て
、
不
足
分
３

３
０
万
円
を
Ｃ
さ
ん
が
労
金
か
ら
借
り

入
れ
て
賄
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
母
親
依
存
の
処
理
で
あ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
人
の
反
省
を
促

す
こ
と
と
、
再
発
防
止
の
観
点
か
ら
、

数
ヶ
月
に
１
度
、
本
人
か
ら
途
中
経
過

を
報
告
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
Ｃ
さ
ん
は
堅
実
な
生
活

に
戻
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！ 
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！ 
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！ 

〜
借
金
問
題
で
解
決
で
き
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
〜 


